
稚内新エネルギー研究会はチーム・マイナス６％に参加しています。









稚内新エネルギーサテライトにある燃料電池は横幅３．５ｍ×高さ２．１m×奥行１．７mもあります。 
こんな大きなものもでも電池とよべるのでしょうか？ふだん使っている乾電池とはだいぶん様子が違います。 
電池といっても実はたくさんの種類があります。 

電池の種類 

電池 化学電池 

…化学反応を利用します 

物理電池 

…物理作用を利用します 

一次電池 

　…電気を使い切ってしまうと 

　　充電できない使い切りタイプ 

　　用途：ラジオや腕時計など 

二次電池 

　…充電して繰り返し使えるタイプ 

　　用途：自動車のバッテリーなど 

燃料電池 

　…水素を使って電気を発生させる 

　　発電装置の一種 

　　用途：家庭、事業所用電源 

太陽電池 

熱起電力電池 

原子力電池 

マンガン電池 

アルカリ電池 

アルカリボタン電池 

酸化銀電池 

空気ボタン電池

リチウム電池 

鉛蓄電池 

小型シール鉛蓄電池 

ニッケルカドミウム電池 

リチウム二次電池 

固体高分子型燃料電池 

アルカリ電解質型燃料電池 

リン酸型燃料電池 

溶融炭酸塩型燃料電池 

固体酸化物型燃料電池 

燃料電池とは？
　燃料電池は私たちがふだん電池と呼んでいるものとは少しことなり、水素を使った発電装置の一種と 
いえます。火力発電所では、重油、石炭、天然ガスなどを燃やして得た熱エネルギーでタービンを回し、 
機械エネルギーに変えて「電気」を発生させます。別のエネルギーに変換するので発電効率は落ちます。 
一方、燃料電池は「水素」と「酸素」を化学反応させて直接「電気」を発生させるので発電効率が高い 
のです。 

化学エネルギー（水素） 電気エネルギー

化学エネルギー（化石燃料） 機械エネルギー熱エネルギー 電気エネルギー

燃料電池 

火力発電 

発電効率の差 

燃料電池（固体高分子型）の心臓部 
　下の写真はセルという固体高分子型燃料電池の 

主要部品です。セルの大きさは、名刺よりも小さく、発生する 

電圧も最大約１ボルト（豆電球１個分）と小さいため、セルを 

何枚も重ねて（スタック）使用することで大きな電気をつくる 

ことができるのです。 

燃料電池セル 

セパレータ 

茶…固体高分子膜 
黒…電極・触媒 
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セルが発電するしくみ

ボイラー タービン 発電機 

セルスタック 

燃料極では、燃料の「水素」が入ってくると、 
水素イオンと電子に分れ、水素イオンは電解質 
を通って、電子は電気回路を通ってそれぞれ空 
気極へ移動します。 

空気極では、空気中の酸素と膜を通ってきた 
水素イオンと回路を通ってきた電子とが反応 
して、水ができます。 

 

燃料電池からは排気ガスや二酸化炭素が発生しません。出るのは水だけです。 
燃料となる水素は石油、天然ガスなどから作ることができますが、水素製造の過程で二酸化炭素が発生します。 
稚内公園新エネルギーサテライトでは、風力という 100%クリーンなエネルギーで作った電気で水を電気分解 
して水素を作っていますので水素製造の過程でも二酸化炭素を排出しません。 





稚内公園からは稚内のまちが一望できます。

稚内に立つすべての風車もここから見ることができます。
また、昨年70周年を迎えた北海道遺産の「稚内港北防波堤ドーム」を
眼下に見下ろし、晴れた日には遠くロシア連邦・サハリン州の島影ま
でもはっきりと見ることができます。（残念ながら、日本最北端は岬の
向こうに回りこんでいるので肉眼で見ることはできませんが。）

この丘に立つと、日本最北端が最果てというイメージは吹き飛んでし
まうでしょう。ここはヨーロッパとの国境。終わりではなく、雄大な北海道
の大地がまさにこここから始まるのです。

日本の最北端で環境に優しい日本最先端のまちを作ってやろう。そんな
思いをひとつの形にしたのがこの稚内公園新エネルギーサテライトです。
館内を照らすどこにでもある灯り。でも、二酸化炭素を出していないこの
灯りはどこにでもある灯りとは違う環境に優しい灯りなのです。

広報誌
レラヴィわっかない
Vol.２を無料配布し
ています。
どうぞご覧ください。

平成18年から5年間にわたり、北海道電力株式会社と稚内市がNEDO技術開発
機構の委託を受けて、『大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究』
を稚内市声問地区において行います。

総発電容量5,000kWの太陽光発電所が建設される計画です。

■稚内メガソーラープロジェクトの研究項目
①MW（メガワット）級の大規模太陽光発電システムの構築・系統安定化対策
　技術の開発
②数時間オーダーでの大規模太陽光発電の出力制御技術の開発
③高調波抑制対策技術の開発
④シミュレーション手法（ソフトウェア）の開発
⑤大規模電力供給用太陽光発電導入時の指針となる手引書の作成
■実証研究体制
委託元／独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構
委託先／北海道電力株式会社　稚内市
再委託先／株式会社　明電舎　松下環境空調エンジニアリング株式会社
　　　　　財団法人　日本気象協会　国立大学法人　北海道大学

【お問合せ】
稚内新エネルギー研究会
事務局　まで
Tei:　0162-33-4066



稚内は風力発電だけでなく地球温暖化を防ぐ未利
用のバイオマス資源が豊富にあります。
これらの有効活用は私たちのこれからの課題です。
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